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地下水 

現況調査 

(1) 調査項目 

地下水に係る調査項目は表 4.5-1に示す。 

 

表 4.5-1 地下水の調査項目 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 調査地点 

地下水に係る調査地点は、図 4.1に示すとおり、事業計画地及び計画地内のボーリング孔

4地点とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1 調査地点位置図  
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(3) 調査の期間及び頻度 

1) 地下水位 

調査時期は、地下水位の季節変化が把握できるように定期的な時期とした。また、施

設が稼働し地下水位の影響が把握できる時期とした。観測頻度は、月 1回程度とした。 

2) 地質の状況 

既存の地質調査結果より、地質の状況を確認した。 

 

表 4.5-2 地下水に係る現地調査日 

調査地点 調査項目 調査実施日 

No.1 地下水位 

令和 4 年 2 月 1 日 
令和 4 年 3 月 1 日 
令和 4 年 4 月 1 日 
令和 4 年 5 月 2 日 
令和 4 年 6 月 1 日 
令和 4 年 7 月 1 日 

令和 4 年 8 月 1 日 
令和 4 年 9 月 1 日 
令和 4 年 10 月 3 日 
令和 4 年 11 月 1 日 
令和 4 年 12 月 5 日 
令和 5 年 1 月 5 日 

No.2 地下水位 

令和 4 年 2 月 1 日 
令和 4 年 3 月 1 日 
令和 4 年 4 月 1 日 
令和 4 年 5 月 2 日 
令和 4 年 6 月 1 日 
令和 4 年 7 月 1 日 

令和 4 年 8 月 1 日 
令和 4 年 9 月 1 日 
令和 4 年 10 月 3 日 
令和 4 年 11 月 1 日 
令和 4 年 12 月 5 日 
令和 5 年 1 月 5 日 

No.3 地下水位 

令和 4 年 2 月 1 日 
令和 4 年 3 月 1 日 
令和 4 年 4 月 1 日 
令和 4 年 5 月 2 日 
令和 4 年 6 月 1 日 
令和 4 年 7 月 1 日 

令和 4 年 8 月 1 日 
令和 4 年 9 月 1 日 
令和 4 年 10 月 3 日 
令和 4 年 11 月 1 日 
令和 4 年 12 月 5 日 
令和 5 年 1 月 5 日 

No.4 地下水位 

令和 4 年 2 月 1 日 
令和 4 年 3 月 1 日 
令和 4 年 4 月 1 日 
令和 4 年 5 月 2 日 
令和 4 年 6 月 1 日 
令和 4 年 7 月 1 日 

令和 4 年 8 月 1 日 
令和 4 年 9 月 1 日 
令和 4 年 10 月 3 日 
令和 4 年 11 月 1 日 
令和 4 年 12 月 5 日 
令和 5 年 1 月 5 日 
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(4) 調査方法 

1) 地下水位 

地下水に係る現地調査方法は、表 4.5-3に示すとおり手計り水位計による調査とした。 

 

2) 地質の状況 

既存の地質調査結果より、地質の状況を確認した。 

 

表 4.5-3 地下水に係る現地調査項目および調査方法 

調査項目 調査手法 

地下水位 手計り水位計による水位観測 

 

 

(5) 調査結果 

1) 地下水位 

各観測箇所において、季節的な変動は認められるものの、大きな変動は認められない。ま

た、地下水は図 4.7に示したとおり地形的な低部である湛水部に向かう勾配を示すと推定さ

れる。 

 

 
 

図 4.2 地下水位観測結果による地下水の経年変化図 
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表 4.5-4 地下水位観測結果（左：No.1 孔、右：No.2孔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3 地下水位変化図（左：No.1 孔、右：No.2孔） 

 

  

孔内水位
（GL-ｍ）

水位標高
（ｍ）

令和4年2月1日 8.89 107.64
令和4年3月1日 8.9 107.63
令和4年4月1日 8.88 107.65
令和4年5月2日 8.83 107.7
令和4年6月1日 8.82 107.71
令和4年7月1日 8.88 107.65
令和4年8月1日 8.92 107.61
令和4年9月1日 8.91 107.62
令和4年10月3日 8.84 107.69
令和4年11月1日 8.91 107.62
令和4年12月5日 8.95 107.58
令和5年1月5日 8.99 107.54

平均 8.89 107.64
最小 8.82 107.54
最大 8.99 107.71
変動幅 0.17 0.17

調査年月日
No.1

孔内水位
（GL-ｍ）

水位標高
（ｍ）

令和4年2月1日 1.83 130.73
令和4年3月1日 1.79 130.77
令和4年4月1日 1.76 130.8
令和4年5月2日 1.43 131.13
令和4年6月1日 1.66 130.9
令和4年7月1日 1.78 130.78
令和4年8月1日 1.67 130.89
令和4年9月1日 1.62 130.94
令和4年10月3日 1.64 130.92
令和4年11月1日 1.73 130.83
令和4年12月5日 1.67 130.89
令和5年1月5日 1.7 130.86

平均 1.69 130.87
最小 1.43 130.73
最大 1.83 131.13
変動幅 0.4 0.4
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表 4.5-5 地下水位観測結果（左：No.3 孔、右：No.4孔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4 地下水位変化図（左：No.3 孔、右：No.4孔） 

  

孔内水位
（GL-ｍ）

水位標高
（ｍ）

令和4年2月1日 22.21 108.38
令和4年3月1日 22.31 108.28
令和4年4月1日 22.22 108.37
令和4年5月2日 21.88 108.71
令和4年6月1日 21.48 109.11
令和4年7月1日 21.71 108.88
令和4年8月1日 21.81 108.78
令和4年9月1日 21.91 108.68
令和4年10月3日 21.55 109.04
令和4年11月1日 21.51 109.08
令和4年12月5日 21.99 108.6
令和5年1月5日 22.22 108.37

平均 21.90 108.69
最小 21.48 108.28
最大 22.31 109.11
変動幅 0.83 0.83

調査年月日
No.3

孔内水位
（GL-ｍ）

水位標高
（ｍ）

令和4年2月1日 12.03 163.49
令和4年3月1日 11.85 163.67
令和4年4月1日 11.13 164.39
令和4年5月2日 9.81 165.71
令和4年6月1日 10.58 164.94
令和4年7月1日 11.42 164.1
令和4年8月1日 11.51 164.01
令和4年9月1日 11.75 163.77
令和4年10月3日 11.2 164.32
令和4年11月1日 12.08 163.44
令和4年12月5日 11.97 163.55
令和5年1月5日 12.39 163.13

平均 11.48 164.04
最小 9.81 163.13
最大 12.39 165.71
変動幅 2.58 2.58
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図 4.5 地層断面図１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.6 地層断面図 2 
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図 4.7 推定地下水等高線図 

出典「第 1 回基本計画策定委員会資料 3-3 より引用・一部改変」 

 

 

2) 地質の状況 

ボーリング調査位置を図 4.8に示し、柱状図を表 4.5-6～表 4.5-10に示し、コア写真を

図 4.9～図 4.12に示した。事業計画地内には、粘板岩や石灰岩が分布し、地層が東側へ傾

斜している。 
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図 4.8 調査地点位置図（ボーリング調査） 
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表 4.5-6 No.1 ボーリング柱状図 
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図 4.9 No.1のコア状況 
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表 4.5-7 No.2 ボーリング柱状図 
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図 4.10 No.2のコア状況 
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表 4.5-8 No.3 ボーリング柱状図 
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図 4.11 No.3のコア状況 
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表 4.5-9 No.4 ボーリング柱状図 1 
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表 4.5-10 No.4 ボーリング柱状図 2 
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図 4.12 No.4のコア状況 
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予測及び影響の分析（最終処分場の存在による地下水の流れ） 

(1)  予測項目 

処理施設埋立地（計画地）の設置に伴う地下水の水位及び流動状況を対象として予測する 

こととした。 

 

(2)  予測範囲 

予測範囲は、処理施設埋立地（計画地）とした。 

 

(3)  予測対象時期 

予測時期は、施設の供用時とした。 

 

(4)  予測方法 

1)  予測手法 

予測は、事業予定地付近におけるボーリング調査結果、地下水の水位及び流向等から 

類推する定性的な方法で行った。 

 

2)  予測の前提条件 

地質調査結果 

ボーリング調査地点は図 4.8 に示すとおりである。また、調査地点のボーリング調査 

結果は表 4.5-6～表 4.5-10 に示すとおりである。 

事業計画地周辺における地質の構成は、石灰岩、粘板岩を主体とする。現地は採石場

跡地であり、沖積層などの軟弱な地質はほぼ分布していない。事業計画地の地下水は、

石灰岩や粘板岩の岩盤中に存在していると考えられる。 

 

地下水の水位及び流動状況 

事業計画地の地下水は、石灰岩や粘板岩の岩盤中に確認されている。地下水位は左岸

側では比較的浅い深度に存在するが、右岸側は比較的深い深度に存在する。地下水の流

向は、図 4.7に示すとおり、地形的な勾配に沿って流下しているものと推定される。 

   

事業計画地の施工計画 

事業計画地の施工計画は、大規模な掘削を行わない。 

 

(5) 予測結果 

地下水は、地形的な勾配に沿って流下しているものと推定される。 

計画する埋立区域及び浸出水処理施設では、地形改変は小規模であるため、現在の地形条

件（すり鉢状に中央が窪む地形）は変わらない（図 4.13～図 4.17）。 

したがって、周辺の将来的な地下水の水位及び流動状況に影響は及ばないものと予測され

る。 
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図 4.13 推定地下水断面図（横断面①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.14 推定地下水等断面図（横断面②） 
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図 4.15 推定地下水断面図（横断面③） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.16 推定地下水断面図（横断面④） 
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図 4.17 推定地下水断面図（縦断面） 
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(6) 影響の分析 

1) 影響の回避または低減に係る分析 

本事業の実施においては、実行可能な範囲内でできる限り環境への影響を低減させる

環境配慮事項として、表 4.5-11に示す地下水位のモニタリングを実施する。 

以上のことから、施設の存在による地下水への影響については、低減が図られている

ものと評価する。 

表 4.5-11 環境配慮事項（造成等の施工に伴う影響） 

環境配慮事項 環境配慮事項の内容 環境配慮事項の種類 

地下水位のモニタリングによ

る異常の早期発見 

定期的な地下水位のモニタリ

ングを行う。 

低減 

 

 

2) 環境保全目標との整合性に係る分析 

処理施設の設置が地下水の水位及び流動状況に及ぼす影響の程度の分析については、

予測結果を生活環境保全目標と比較することとした。なお、生活環境保全目標は、表 

4.5-12 に示すとおり設定した。 

表 4.5-12 地下水の環境保全目標 

項目 予測地点 生活環境保全目標の内容 

地下水の水位及び

流動状況 

事業予定地周辺 地下水の水位及び流動状況に影響を及ぼさ

ないこと 

 

事業予定地周辺におけるボーリング調査結果、地下水の水位及び流向、事業予定地周

辺での地下水利用状況等から、生活環境保全目標は満足すると予測された。 

したがって、処理施設埋立地（計画地）の設置が周辺地下水の水位及び流動状況に及

ぼす影響の程度は小さいと分析する。 
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